
１位    ①     面積：1804 ヘクタール 収穫量：8659 トン 

言わずと知れた日本を代表するお米。強い粘りと上品な甘み、もちもちとした食感が特徴。給食ではこの品種を 

「金芽米」に加工して提供しています。 

２位    ②     面積：237 ヘクタール 収穫量：1137 トン 

ご飯の炊きあがりがつややかであることから命名された。コシヒカリと同等のおいしさで、お米の粒ひとつひとつが大き

く、食べ応えがある。もっちりとした食感で粘りが強く、お米の甘みも強い。 

３位    ③     面積：142 ヘクタール 収穫量：681 トン 

茨城県が開発したオリジナル品種で、大粒でふっくらとした食感と、冷めても硬くなりにくい優れた食味が最大の特徴。 

４位    ④     面積：29 ヘクタール 収穫量：139 トン 

茨城県が開発したオリジナル品種で、コシヒカリの「強い粘り」とササニシキの「柔らかさ・さっぱりとした食感」をあわ

せ持つ高品質な米。 

５位    ⑤     面積：15 ヘクタール 収穫量：72 トン 

甘みと旨みをしっかり感じられるが、後味はすっきりしている。秋田美人のように美しい白さがある。 

つくばみらい市の面積は７９１６ha（ヘクタール）です。 

市全体の約３８パーセントが田んぼで、みんなが知っている東京ディズニーランドが、

約 58 個も入る広さなんです！その広い田んぼで、みなさんが給食で食べているおいし

いお米が作られています。 

おいしいお米作りに必要な条件は、①きれいな水、②天気、③広くて平らな土地、 

④栄養豊富な土地がありますが、つくばみらい市はこの全てがそろっており、古くから

「谷原三万石」とよばれる米どころとして品質の良いお米の栽培が盛んに行われていま

す。そして個性豊かな様々な品種のお米が栽培されています。 

さて、つくばみらい市ではどんな品種が栽培されているのでしょうか？ 

右のクイズにチャレンジしてみよう！！ 

 

 

 

 

中学生や先生が食べるご飯は 190 グラム。190 グラムを粒にすると、 

なんと！約 4000 粒のお米が入っています！ 

小さなお米の粒ですが、一つ一つが集まって、みんなの元気のもとになるご飯になり

ます。お米は農家さんが田んぼを耕し、田植えや水の管理を行い、 

手間ひまかけて大切に育てています。 

農家さんに感謝の気持ちをもって、ご飯をおいしくいただきましょう！ 

 

４月の市制施行 20 周年記念献立  テーマ：つくばみらい市は米！ 

献立：金芽米ご飯、手巻きのり、牛乳、市内産米粉のみらいスティック、玄米ツナサラダ 

市内産野菜のみそ汁、米粉のカップケーキ 

A ブロック：４月 24 日（金）  B ブロック：４月 28 日（火） 

４月のテーマは「米」！つくばみらい市はお米がおいしいんです。給食で食べている

お米は、つくばみらい市でとれたお米です。毎日何気なく給食で食べているお米は、

どんな土地で育ち、私たちのもとへ届くのか？ 

今月は、つくばみらい市の「米」について紹介します。 

これを知っていたら、あなたもつくばみらい市の達人！！  

【毎日お米を食べよう運動】  

つくばみらい市で栽培しているお米の品種ランキング 

※令和７年産作付計画面積 

①～⑤に入る品種がわかるかな？下から選んでね！ 

・にじのきらめき ・あきたこまち ・こしひかり ・ゆめひたち ・ふくまる 

                                   こたえは左下を見てね！ 

①コシヒカリ ②にじのきらめき ③ふくまる ④ゆめひたち ⑤あきたこまち 

この【毎日お米を食べよう運動】はお米に興味をもってもらういろいろな取り組みを行い、つくばみらい市で

栽培されたお米をたくさん食べてもらえるようにする運動です。 

①みらい米フォトコンテスト：お米や田んぼの風景をテーマにした写真コンテスト 

②みらい米おにぎりコンテスト：オリジナルおにぎりのアイデアを募集するコンテスト 

③バケツ稲作り体験：バケツで稲を育ててお米を収穫しよう！「バケツ稲作りキット」の配布  など 

そのほか、つくばみらい市では市内産米の PR や市内産米が食べられる飲食店の PR などを頑張っています！ 

 

給食で食べているご飯は何粒！？ 

クイズ！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 
つくばみらい市は 

田んぼ王国！？ 


